
人

1

1

l

J

 

F
 

可

" 

十
人
組

関

、

週

一
公
害
、
人
間
疎
外
の
都
市
か
ら
、
ふ
一
て
み
て
、
す
べ
て
の
成
人
君
、
高
度
一
撃
V

詠

一
る
さ
と
の
良
さ
を
求
め
て
正
月
帰
省
す
一
な
識
見
と
折
り
目
正
し
い
態
度
に
力
主

νJ山

川

一
る
若
い
人
達
の
中
の
成
人
者
宮
同
当
て
一
く
好
感
を
覚
え
ま
し
た
。
ー
一
郷
平

J
…

附

い

て
本
年
の
成
人
式
は
一
塁
百
、
公
一
乙
の
成
人
者
連
の
生
れ
た
の
は
、
旦
皆
川
山
川

¥

一

民

館

で

挙

行

し

ま

し

た

。

一

和

二

十

八

年

で

す

か

ら

、

戦

後

の

飢

餓

議

九

九

ん

か

一

日

一

一

一

例

年

は

一

月

十

五

日

「

成

人

の

日

」

一

も

混

乱

も

知

ら

ず

、

す

く

す

く

と

成

長

一

戦

艇

爪

、

叶

2

=

F

に
行
な
っ
て
亡
、
高
度
成
長
|
経
済
繁
栄
の
中
で
一

月

一

一

一

ノ

@

一

一

瞬

お

り

、

出

席

一

人

間

奇

形

成

し

て

き

た

若

者

選

で

す

。

一

ム

二

胡

3
2
式
す
る
成
人
者
一
さ
ら
に
当
時
の
農
村
を
思
い
起
こ
せ
一

年一

d

」
一
血
併
事
，
い
う
は
年
々
少
な
一
ば
、
都
会
に
は
働
き
口
が
な
く
、
農
村
一

同

一

世

駅

間

時

五

同

宣

告

軒

下

計

十

日

一

問

問

許

証

r
一
日
立
志
向
臨
時

昭

一

開

発

計

画

が

具

体

化

す

る

運

び

と

な

一

域

課

題

の

解

決

な

ど

、

研

損

す

る

こ

と

了

で

し

た

が

、

今

一

刻

で

は

あ

り

ま

し

た

が

、

な

ぜ

か

農

村

一

日

前

品

川

浩

円

安

品

目

日

時

計

一

め

足

一

日

ト

日

一

日

君

臨

時

心

配

計

一

川

上

日

除

の

各

部

室

る

高

速

林

道

一

奉

仕

と

か

人

の

迷

惑

な

ど

は

お

構

い

な

一

お

と

成

げ

、

広

く

転

一

の

時

代

で

あ

っ

た

と

一

一

一

口

え

ま

し

さ

。

一

刈

を

:fま

i
6雪
与
;
詰
芦
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亙
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詩
討
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一

¥

~

滋

よ

カ

也

の

中

そ

う

甘

く

は

丈

L
よ
う
で
一
く
ぞ
《
誕
生
す
る
ζ
と

を

疑

わ

な

い

も

一

で

あ

り

ま

す

。

一

の

で

あ

り

ま

す

。

一

脇

ν仙均噌

E

一

一

紘

一

一

一

一

中

騨

よ

固

め

、

例

年

の

一

て

、

郷

土

の

閏

然

の

芙

し

さ

、

人

の

心

一

機

あ

り

ま

す

。

¥

一

の

で

あ

り

ま

す

。

一

塑

一

一

に

「

生

活

環

境

問

題

」

で

あ

り

一

以

上

当

面

す

る

三

つ

の

重

要

視

点

に

一

陣

=

タ

一

山

計

総

一

一

一

一

も

一

一

二

倍

以

上

の

一

の

豊

か

さ

尊

さ

を

知

り

ま

し

た

。

わ

が

一
鱗
村
行
政
に
つ
き
ま
し
で
も
本
年
は
大
一
次
長
一
一
と
致
し
ま
し
て
「
害
総
す
す
。
最
近
こ
の
問
題
は
国
民
の
注
目
一
つ
き
ま
し
て
申
し
述
べ
た
決
第
で
あ
り
一

Z

z

U
出
席
者
が
あ
一
河
辺
村
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
頑
強
り
ま

で

織

さ

=

一

つ

の

主

要

問

題

を

か

か

え

て

ネ

一

合

農

地

開

発

事

業

」

で

あ

り

ま

す

。

愛

7
9る

大

変

な

事

態

と

な

り

ま

し

た

。

主

ま

す

が

、

来

る

四

十

八

年

度

の

予

算

編

一

一

一

~

繍

繍

一

一

一

一

り

基

本

村

宝

と

し

主

て

は

半

十

年

Z以前
虫
の
成
突
人
式
旦
一
す
主

2。二」

Eと力
室
強
く
是
述
べ
さ
て
式
苦
を
閉
習
じ
ま

一
3

耐
誠
刷
り
ま
す
。
去
る
十
二
月
定
例
村
議
会
デ
こ
」
官
五
服
県
一
が
か
乙
の
国
営
事
霊
措
業
朱
蓄
を
導
入
し
先
ず
ヱ
一

τい我，
々
々
々
々
、
の
こ
の
地
方
に
は
大
芸
』

一

お

き

喜

ま

し

主

て

協

量

議

を

毒

墳

わ

ぞ

し

た

を

ζ
と

L引2一
石
始
め
控
に
大
奇
洲
喜
妻
多
地
農
区
に
長
計
繭
裏
致
し

iたi一γか水
質
汚
濁
等
は
、
喜
影
暮
響
を
菱
受
けL一
τ
干
中
宅
で
あ
り
ま
す
よ
「
年
よ
り
自
治
法
ご
一
に
カ
え
っ
た
よ
う
な
盛
大
さ
で
し
た
。
一
し
た
。

問

一

一

一

一

出

席

者

三

十

四

名

中

、

八

O
労
が
成
一
私
達
は
、
成
人
式
を
す
ま
せ
て
再
び

一
河
辺
村
氏
の
皆
様
。
明
け
ま
し
て
お
一
あ
り
ま
す
が
、
先
ず
「
村
内
中
学
校
の
一
こ
と
は
、
将
来
の
地
域
開
発
に
重
大
な
一
る
こ
と
が
無
く
い
く
ら
か
安
心
で
あ
り
一
基
き
、
村
に
総
合
開
発
審
議
会
喜
一
人
式
の
こ
め
こ
ふ
る
さ
と
お
っ
て
と
都
市
へ
出
発
し
て
い
く
新
レ
い
大
人
た

由
刊
一
け
一
統
合
問
題
」
で
あ
り
ま
す
。
三
年
有
余
一
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
り
ま
す
。
一
ま
す
が
、
健
康
で
文
化
的
な
生
市
を
も
一
け
、
村
勢
の
笑
態
把
握
と
将
来
の
ビ
ジ
一

f

I

1

一

一
宮
度
↑
つ
と
さ
い
ま
す

o

昭
間
四
十
日
一
一
前
よ
り
、
本
村
の
振
興
山
村
事
業
の
一
一
県
の
農
業
政
策
に
一
た
ら
す
こ
と
は
誰
も
の
願
望
で
あ
り
ま
一
ヨ
ン
そ
検
討
ね
が
い
、
と
れ
ら
基
本
格
一
た
占
て
す
ー
と
の
注
目
を
浴
び
ま
一
ち
へ
、
心
か
ら
な
る
温
か
い
声
援
を
送

ゎ
?
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
一
二
-
-
一
環
と
し
て
計
画
い
た
し
で
参
り
ま
し
た
一
幸
福
祉
社
会
の
量
産
業
と
な
一
し
て
、
道
路
問
題
を
取
り
よ
げ
て
見
ま
一
想
及
び
実
施
計
画
に
あ
た
っ
て
審
議
を
一
し
た
ま
7

主

義

で

話

し

1
つ

Fた
い
も
の
で
す
。

一
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
ょ
げ
ま
吉

l
L

一

ー

一

一

一

(

写

真

左

ま

来

賓

と

の

記

念

撮

品

、

下

は

懇

親

会

ス

ナ

ッ

プ

)

一
副
判
斗
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
最
終
的
に
や
は
一
る
こ
と
。
十
一
し
で
も
概
ね
主
要
地
ま
で
導
入
は
出
来
一
い
た
だ
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。
更
に
住
一

l

ア
昨
日
刊
卦
時
日
時
川
り
問
題
は
場
所
の
点
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
一
生
鮮
!
と
緑
の
供
給
基
地
と
な
一
ま
し
た
が
次
は
舗
装
で
あ
り
ま
す
。
暴
落
か
ら
の
要
請
は
一
定
の
区
制
を

一
誕
生
い
た
し
ま
し
た
こ
と
は
、
す
で
じ
一
れ
の
立
場
で
そ
の
方
々
に
心
配
ね
が
一
る
こ
と
ー
一
県
道
は
ま
だ
ま
だ
幸
福
員
拡
張
一
宮
、
そ
主
主
っ
て
参
り
ま
す
。

一
皆
様
の
充
分
C
承

知

の

通

り

で

あ

り

ま

一

'

一

一

一

一

J
K
一
つ
一
北
平
(
代
表
地
番
)
字
岡
田
甲
一
、
四
一
図
る
こ
と
。
一
多
く
残
り
、
そ
の
用
地
地
主
の
温
か
い
一
を
推
し
進
め
た
い
と
思
う
の
で
あ
り

押

す

が

、

弘

は

こ

の

新

し

い

休

制

に

よ

っ

一

一

一

一

か
一
て
行
わ
制
ま
す
新
し
い
時
代
在
ぶ
い
て
ハ
一
番
地
他
四
一
筆
、
面
積
二
五
、
』
宗
と
い
品
点
に
政
策
保
寵
を
一
と
理
解
が
出
来
れ
ば
1
1
ス
路
線
聞
は
一
ま
す
。

一

J

J

一
明
士
ハ
七
平
方
米
、
坪
に
致
し
ま
す
と
七
、
一
要
す
る
こ
と
。
一
二
カ
年
で
改
良
舗
装
か
出
来
る
筈
て
あ
一
年
あ
ら
た
ま
り
静
か
に
思
い
出
す
こ

一

ι期
待

い

た

し

た

い

と

思

う

の

で

ご

富

一

一

一

一

一

J

J

~

一~
l
i
1
一七
O
O坪
の
地
を
最
良
の
位
霞
と
選
定
一
自
立
農
家
と
兼
業
農
家
の
協
同
営
一
り
ま
す
。
村
道
そ
の
他
農
林
道
等
も
同
一
と
で
あ
り
ま
す
が
、
何
時
の
間
に
か
私

明
い
ま
す
o

f

ハ

ー

ー

¥

一

一

一

一

一
県
行
政
に
お
き
ま
じ
て
も
、
生
活
福
致
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
土
地
一
農
組
織
化
。
一
じ
く
改
良
工
事
要
し
ま
す
の
と
、
需
一
も
就
任
以
来
六
年
と
い
う
歳
月
が
流
れ

rz毒
く
打
出
さ
れ
た

i
Eの
所
有
者
の
皆
様
に
は
ま
乙
と
に
と
旦
シ
ス
テ
ム
化
と
農
業
団
体
の
整
一
益
者
の
負
担
金
が
余
一
り
た
も
多
い
た
一
去
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
と
い
っ
て
皆

一
で
あ
り
ま
し
た
が
、
案
に
た
が
か
藍
理
な
お
願
い
を
申
さ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
一
備
。
一
め
、
思
う
に
任
せ
ぬ
の
が
現
状
で
あ
り
一
様
に
と
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
な
仕
事

一
県
に
言
が
け
て
の
発
想
で
あ
か
「
忠
一
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
村
民
と
一
同
と
一
、
中
核
都
市
と
連
け
い
し
た
総
合
慶
一
ま
す
。
す
べ
て
日
常
生
活
環
境
を
良
く
一
も
出
来
高
縮
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

一
λ
医
療
の
無
料
化
」
も
、
い
よ
れ
よ
本
一
共
に
よ
ろ
し
く
と
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
一
村
計
画
。
一
す
る
よ
で
、
最
も
大
切
な
こ
と
は
近
隣
一
定
若
気
の
男
み
思
案
に
自
ら
を
苦
し

一
年
か
ら
は
法
制
北
京
、
国
費

i
j一
ぅ
、
三
民
主
義
い
申
し
ょ
げ
一
と
七
項
目

Z
げ
て
お
り
ま
す
よ
う
一
関
係
者
が
、
協
調
性
そ
も
つ
こ
と
か
ら
め
る
毎
日
で
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
か
将

一
実
施
を
み
る
に
至
り
ま
し
た
こ

i
、
一
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
ー
一
に
、
最
近
の
急
速
な
国
際
化
と
加
え
一
始
ま
る
と
思
い
ま
す
。
最
近
で
い
う
コ
一
去
に
村
民
皆
様
の
ど
温
情
に
す
が

工
事

ι喜
ば
し
い
こ
と
で
白
川
ま
一
尚
本
村
は
地
震
に
通
学
が
問
題
と
て
市
場
競
争
の
激
し
さ
か
ら
み
ま
し
一
ミ
-
」
テ
ィ
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。
住
民
一
り
、
精
一
ば
い
奮
闘
努
力
を
お
誓
い
申

L
す
。
こ
れ
等
一
連
の
条
例
改
正
十
の
他
一
な
る
所
が
出
来
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
一
て
も
、
集
団
的
生
産
組
織
に
よ
り
、
流
一
意
志
と
村
行
政
の
結
び
つ
き
を
理
解
し

τ上
げ
、
最
後
に
皆
様
の
益
々
の
ご
健

ど
重
要
課
件
は
、
言
の
村
議
会
に
お
い
す
、
出
来
る
か
ぎ
り
の
対
策
議
室
一
通
と
加
工
の
近
代
化
、
価
格
差
対
策
一
や
す
え
日
常
身
近
に
利
用
す
る
適
正
一
勝
と
と
多
言
哲
-

第
一
で
も
決
議
を
願
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
一
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
て
こ
れ
き
す
層
、
高
能
率
に
よ
り
ま
し
て
他
産
一
規
模
の
公
共
施
設
を
設
置
し
、
人
間
的
一
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
一

一
以
州
、
本
村
行
政
も
今
日
ま
で
大
過
な
く
一
理
解
を
ひ
た
す
ら
お
願
い
致
す
も
の
で
一
業
と
の
格
差
是
正
そ
縮
め
な
仔
れ
ば
な
一

一
執
行
で
き
ま
す
こ
と
は
、
一
室

ι村
民
一
あ
り
ま
す
。
実
施
順
序
と
致
し
ま
し
て
一
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
基
幹
農
道
一

一
各
位
の
多
大
の
と
助
力
に
よ
る
も
の
で
は
、
四
十
八
年
度
建
築
し
四
十
九
年
四
一
と
水
路
設
置
導
入
、
耕
地
造
成
約
百
町
一

一
あ
り
、

ζ
ζ
に
厚
く
お
礼
申
し
ょ
げ
る
一
月
よ
り
新
入
舎
と
同
時
に
、
屋
内
運
動
一
歩
な
ど
細
目
心
計
画
が
も
た
れ
て
お
り
一

3
内
訳
償
却
で
あ
り
ま
す
0

1

一
雪
ブ
ー
ル
の
設
置
を
申
読
せ
し
め
、
↓
ま
す
。
更
に
本
村
は
、
広
域
市
町
村
の

一
一
一
年
あ
ら
た
ま
る
度
に
、
今
年
こ
そ
は
一
近
隣
の
学
校
に
負
け
な
い
施
設
と
立
派
一
指
定
に
か
か
る
事
業
も
逐
次
計
画
そ
持

s
t

今
年
ζ
そ
は
何
か
良
い
事
が
あ
り
そ
う
一
な
環
境
の
一
見
に
、
教
育
百
革

ρ計
が
敷
一
ち
、
町
村
道
の
整
備
等
宇
佐
中
心
と
し
て
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